
(57)【要約】

【課題】感度および特異性に優れかつ迅速なクラミジア

・トラコマティスの検出方法を提供する。

【解決手段】試料から得られるＤＮＡを鋳型として用い

てＰＣＲを行い、増幅産物を検出することを含む、クラ

ミジア・トラコマティスの検出方法であって、ＰＣＲで

用いるプライマーペアを、ＰＣＲにおけるアニーリング

温度を高く設定できる特定の領域に設定する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
試 料 か ら 得 ら れ る Ｄ Ｎ Ａ を 鋳 型 と し て 用 い て Ｐ Ｃ Ｒ を 行 い 、 増 幅 産 物 を 検 出 す る こ と を 含
む 、 ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス の 検 出 方 法 で あ っ て 、 Ｐ Ｃ Ｒ で 用 い ら れ る プ ラ イ マ ー ペ
ア が 、 配 列 番 号 １ に 示 す 塩 基 配 列 の 塩 基 番 号 ５ １ ５ ７ ～ ５ ２ ０ １ お よ び ５ ２ ４ ５ ～ ５ ２ ７
６ に 相 当 す る 領 域 の 塩 基 配 列 に 基 づ い て 設 定 さ れ 、 か つ 両 領 域 間 の 塩 基 配 列 を 増 幅 で き る
よ う に 設 定 さ れ て い る 前 記 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
プ ラ イ マ ー ペ ア が 、 配 列 番 号 ２ 、 ３ ま た は ４ に 示 す 塩 基 配 列 を 有 す る オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド
お よ び 配 列 番 号 ５ ま た は ６ に 示 す 塩 基 配 列 を 示 す オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド か ら な る 請 求 項 １ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
プ ラ イ マ ー ペ ア が 、 配 列 番 号 ３ に 示 す 塩 基 配 列 を 有 す る オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド お よ び 配 列 番
号 ５ に 示 す 塩 基 配 列 を 示 す オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド 、 ま た は 、 配 列 番 号 ４ に 示 す 塩 基 配 列 を 有
す る オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド お よ び 配 列 番 号 ６ に 示 す 塩 基 配 列 を 示 す オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド か ら
な る 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
試 料 か ら 得 ら れ る Ｄ Ｎ Ａ を 鋳 型 と し て 用 い て Ｐ Ｃ Ｒ を 行 う こ と に よ る ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ
マ テ ィ ス の 検 出 用 の キ ッ ト で あ っ て 、 配 列 番 号 １ に 示 す 塩 基 配 列 の 塩 基 番 号 ５ １ ５ ７ ～ ５
２ ０ １ お よ び ５ ２ ４ ５ ～ ５ ２ ７ ６ に 相 当 す る 領 域 の 塩 基 配 列 に 基 づ い て 設 定 さ れ 、 か つ 、
両 領 域 間 の 塩 基 配 列 を 増 幅 で き る よ う に 設 定 さ れ た プ ラ イ マ ー ペ ア を 含 む 前 記 キ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
プ ラ イ マ ー ペ ア が 、 配 列 番 号 ２ 、 ３ ま た は ４ に 示 す 塩 基 配 列 を 有 す る オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド
お よ び 配 列 番 号 ５ ま た は ６ に 示 す 塩 基 配 列 を 示 す オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド か ら な る 請 求 項 ４ に
記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
プ ラ イ マ ー ペ ア が 、 配 列 番 号 ３ に 示 す 塩 基 配 列 を 有 す る オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド お よ び 配 列 番
号 ５ に 示 す 塩 基 配 列 を 示 す オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド 、 ま た は 、 配 列 番 号 ４ に 示 す 塩 基 配 列 を 有
す る オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド お よ び 配 列 番 号 ６ に 示 す 塩 基 配 列 を 示 す オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド か ら
な る 請 求 項 ５ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
配 列 番 号 １ に 示 す 塩 基 配 列 の 塩 基 番 号 ５ ２ １ ０ ～ ５ ２ ４ ５ に 相 当 す る 領 域 の 塩 基 配 列 に 基
づ い て 設 定 さ れ た オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド と 、 標 識 と を 含 む ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン プ ロ ー ブ
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス （ Ｃ ｈ ｌ ａ ｍ ｙ ｄ ｉ ａ 　 ｔ ｒ ａ ｃ ｈ ｏ ｍ ａ ｔ ｉ ｓ
） の 検 出 方 法 お よ び 検 出 キ ッ ト に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス は 、 非 淋 菌 性 尿 道 炎 の 病 原 体 の 一 つ で あ り 、 そ の 検 出 方 法 と
し て は 、 ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス の 菌 内 に 複 数 コ ピ ー 存 在 す る 潜 在 プ ラ ス ミ ド の 一 部
配 列 を 遺 伝 子 増 幅 法 に よ り 増 幅 し 、 増 幅 産 物 を 検 出 す る 方 法 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １
、 特 許 文 献 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ２ ７ １ ９ ２ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 許 第 ３ １ ２ ７ １ ３ ５ 号 公 報
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【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 感 度 お よ び 特 異 性 に 優 れ か つ 迅 速 な ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス の 検 出 方 法 お
よ び そ の た め の キ ッ ト を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 ら は 、 ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス の 潜 在 プ ラ ス ミ ド ｐ Ｌ Ｇ Ｖ ４ ４ ０ の 特 定 の 領
域 に プ ラ イ マ ー を 設 定 し て Ｐ Ｃ Ｒ を 行 う と 、 ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス の 検 出 を 迅 速 に
実 施 で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 試 料 か ら 得 ら れ る Ｄ Ｎ Ａ を 鋳 型 と し て 用 い て Ｐ Ｃ Ｒ を 行 い 、 増 幅 産 物 を 検 出 す
る こ と を 含 む 、 ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス の 検 出 方 法 で あ っ て 、 Ｐ Ｃ Ｒ で 用 い ら れ る プ
ラ イ マ ー ペ ア が 、 配 列 番 号 １ に 示 す 塩 基 配 列 の 塩 基 番 号 ５ １ ５ ７ ～ ５ ２ ０ １ お よ び ５ ２ ４
５ ～ ５ ２ ７ ６ に 相 当 す る 領 域 の 塩 基 配 列 に 基 づ い て 設 定 さ れ 、 か つ 両 領 域 間 の 塩 基 配 列 を
増 幅 で き る よ う に 設 定 さ れ て い る 前 記 方 法 （ 本 発 明 検 出 方 法 ） を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 本 発 明 方 法 の た め の キ ッ ト 、 す な わ ち 、 試 料 か ら 得 ら れ る Ｄ Ｎ Ａ を 鋳 型
と し て 用 い て Ｐ Ｃ Ｒ を 行 う こ と に よ る ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス の 検 出 用 の キ ッ ト で あ
っ て 、 配 列 番 号 １ に 示 す 塩 基 配 列 の 塩 基 番 号 ５ １ ５ ７ ～ ５ ２ ０ １ お よ び ５ ２ ４ ５ ～ ５ ２ ７
６ に 相 当 す る 領 域 の 塩 基 配 列 に 基 づ い て 設 定 さ れ 、 か つ 、 両 領 域 間 の 塩 基 配 列 を 増 幅 で き
る よ う に 設 定 さ れ た プ ラ イ マ ー ペ ア を 含 む 前 記 キ ッ ト （ 本 発 明 検 出 キ ッ ト ） を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に お い て 、 プ ラ イ マ ー ペ ア は 、 好 ま し く は 、 配 列 番 号 ２ 、 ３ ま た は ４ に 示 す 塩 基 配
列 を 有 す る オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド お よ び 配 列 番 号 ５ ま た は ６ に 示 す 塩 基 配 列 を 示 す オ リ ゴ ヌ
ク レ オ チ ド か ら な り 、 さ ら に 好 ま し く は 、 プ ラ イ マ ー ペ ア が 、 配 列 番 号 ３ に 示 す 塩 基 配 列
を 有 す る オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド お よ び 配 列 番 号 ５ に 示 す 塩 基 配 列 を 示 す オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド
、 ま た は 、 配 列 番 号 ４ に 示 す 塩 基 配 列 を 有 す る オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド お よ び 配 列 番 号 ６ に 示
す 塩 基 配 列 を 示 す オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 配 列 番 号 １ に 示 す 塩 基 配 列 の 塩 基 番 号 ５ ２ １ ０ ～ ５ ２ ４ ５ に 相 当 す る 領
域 の 塩 基 配 列 に 基 づ い て 設 定 さ れ た オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド と 、 標 識 と を 含 む ハ イ ブ リ ダ イ ゼ
ー シ ョ ン プ ロ ー ブ を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
な お 、 配 列 番 号 １ に 示 す 塩 基 配 列 は 、 ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス の 潜 在 プ ラ ス ミ ド ｐ Ｌ
Ｇ Ｖ ４ ４ ０ の 塩 基 配 列 （ Ｇ ｅ ｎ Ｂ ａ ｎ ｋ ア ク セ ッ シ ョ ン 番 号 Ｘ ０ ６ ７ ０ ７ ） で あ り 、 当 業
者 で あ れ ば 、 ｐ Ｌ Ｇ Ｖ ４ ４ ０ に 変 異 を 有 す る 株 に つ い て も 、 個 体 間 等 に 存 在 し 得 る 塩 基 配
列 の 相 違 を 考 慮 し て 、 配 列 番 号 １ に 示 す 塩 基 配 列 の 塩 基 番 号 に よ り 特 定 さ れ た 領 域 に 相 当
す る 領 域 を 容 易 に 特 定 ・ 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
＜ １ ＞ 本 発 明 検 出 方 法
本 発 明 検 出 方 法 は 、 試 料 か ら 得 ら れ る Ｄ Ｎ Ａ を 鋳 型 と し て 用 い て Ｐ Ｃ Ｒ を 行 い 、 増 幅 産 物
を 検 出 す る こ と を 含 む 、 ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス の 検 出 方 法 で あ り 、 Ｐ Ｃ Ｒ で 用 い ら
れ る プ ラ イ マ ー ペ ア が 、 配 列 番 号 １ に 示 す 塩 基 配 列 の 塩 基 番 号 ５ １ ５ ７ ～ ５ ２ ０ １ お よ び
５ ２ ４ ５ ～ ５ ２ ７ ６ に 相 当 す る 領 域 の 塩 基 配 列 に 基 づ い て 設 定 さ れ 、 か つ 両 領 域 間 の 塩 基
配 列 を 増 幅 で き る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
試 料 は 、 ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス を 含 む か 又 は 含 む 可 能 性 が あ る も の で あ れ ば 特 に 限
定 さ れ な い 。 例 と し て は 、 初 尿 、 尿 道 ス ワ ブ 、 頚 管 ス ワ ブ 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ れ
ら の 試 料 か ら 、 ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス の 潜 在 的 プ ラ ス ミ ド を 含 む Ｄ Ｎ Ａ が 調 製 さ れ
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る 条 件 で の 通 常 の 方 法 に よ り Ｄ Ｎ Ａ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 検 出 方 法 に お け る Ｐ Ｃ Ｒ は 、 試 料 か ら 得 ら れ る Ｄ Ｎ Ａ を 鋳 型 と し 、 特 定 の プ ラ イ マ
ー ペ ア を 使 用 す る 他 は 、 通 常 の 、 Ｐ Ｃ Ｒ の 方 法 に 従 っ て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に お い て 用 い ら れ る プ ラ イ マ ー ペ ア は 、 配 列 番 号 １ に 示 す 塩 基 配 列 の 塩 基 番 号 ５ １
５ ７ ～ ５ ２ ０ １ に 相 当 す る 領 域 （ 第 １ 領 域 ） お よ び ５ ２ ４ ５ ～ ５ ２ ７ ６ に 相 当 す る 領 域 （
第 ２ 領 域 ） の 塩 基 配 列 に 基 づ い て 設 定 さ れ 、 か つ 両 領 域 間 の 塩 基 配 列 を 増 幅 で き る よ う に
設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
プ ラ イ マ ー の 長 さ は 、 通 常 に は 、 １ ０ ～ ４ ０ 塩 基 で あ る 。 ま た 、 プ ラ イ マ ー の 各 領 域 内 の
位 置 お よ び 長 さ は 、 Ｐ Ｃ Ｒ の ア ニ ー リ ン グ 温 度 を 比 較 的 高 く 設 定 で き る よ う に 、 Ｔ ｍ 値 が
５ ５ ～ ７ ０ ℃ と な る よ う に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 こ こ で 、 Ｔ ｍ 値 は 最 近 接 塩 基 対 法 に
よ る 算 出 値 で あ る 。 プ ラ イ マ ー ペ ア を 構 成 す る 各 プ ラ イ マ ー は 、 Ｔ ｍ 値 が ほ ぼ 同 一 と な る
よ う に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
プ ラ イ マ ー の 具 体 例 と し て は 、 第 １ 領 域 に 設 定 さ れ る も の と し て 、 配 列 番 号 ２ に 示 す 塩 基
配 列 （ 配 列 番 号 １ に 示 す 塩 基 配 列 に お い て 塩 基 番 号 ５ １ ５ ７ ～ ５ １ ８ ５ に 相 当 ） ま た は そ
の 相 補 的 塩 基 配 列 を 有 す る プ ラ イ マ ー 、 配 列 番 号 ３ に 示 す 塩 基 配 列 に 示 す 塩 基 配 列 （ 配 列
番 号 １ に 示 す 塩 基 配 列 に お い て 塩 基 番 号 ５ １ ７ １ ～ ５ ２ ０ １ に 相 当 ） ま た は そ の 相 補 的 塩
基 配 列 を 有 す る プ ラ イ マ ー 、 お よ び 、 配 列 番 号 ４ に 示 す 塩 基 配 列 （ 配 列 番 号 １ に 示 す 塩 基
配 列 に お い て 塩 基 番 号 ５ １ ７ １ ～ ５ １ ９ ６ に 相 当 ） ま た は そ の 相 補 的 塩 基 配 列 を 有 す る プ
ラ イ マ ー 、 第 ２ 領 域 に 設 定 さ れ る も の と し て 、 配 列 番 号 ６ に 示 す 塩 基 配 列 （ 配 列 番 号 １ に
示 す 塩 基 配 列 に お い て 塩 基 番 号 ５ ２ ７ ６ ～ ５ ２ ５ ２ に 相 当 ） ま た は そ の 相 補 的 塩 基 配 列 を
有 す る プ ラ イ マ ー 、 お よ び 、 配 列 番 号 ７ に 示 す 塩 基 配 列 （ 配 列 番 号 １ に 示 す 塩 基 配 列 に お
い て 塩 基 番 号 ５ ２ ７ ６ ～ ５ ２ ４ ６ に 相 当 ） ま た は そ の 相 補 的 塩 基 配 列 を 有 す る プ ラ イ マ ー
が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
プ ラ イ マ ー ペ ア は 、 両 領 域 間 の 塩 基 配 列 を 増 幅 で き る よ う に 、 す な わ ち 、 一 方 が セ ン ス プ
ラ イ マ ー と な り 他 方 が ア ン チ セ ン ス プ ラ イ マ ー と な る よ う に 設 定 さ れ る 。 潜 在 プ ラ ス ミ ド
は 環 状 で あ る た め 、 両 領 域 間 の 塩 基 配 列 は ２ つ あ る が 、 通 常 に は 短 い 方 の 塩 基 配 列 が 増 幅
さ れ る よ う に 設 定 さ れ る 。 例 え ば 、 第 １ 領 域 に セ ン ス プ ラ イ マ ー が 設 定 さ れ た 場 合 は 、 第
２ 領 域 に ア ン チ セ ン ス プ ラ イ マ ー が 設 定 さ れ 、 逆 に 第 １ 領 域 に ア ン チ セ ン ス プ ラ イ マ ー が
設 定 さ れ た 場 合 は 、 第 ２ 領 域 に セ ン ス プ ラ イ マ ー が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
好 ま し い プ ラ イ マ ー ペ ア と し て は 、 好 ま し く は 、 配 列 番 号 ２ 、 ３ ま た は ４ に 示 す 塩 基 配 列
を 有 す る オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド お よ び 配 列 番 号 ５ ま た は ６ に 示 す 塩 基 配 列 を 示 す オ リ ゴ ヌ ク
レ オ チ ド の 組 み 合 わ せ が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 さ ら に 好 ま し い プ ラ イ マ ー ペ ア と し て は 、 配
列 番 号 ３ に 示 す 塩 基 配 列 を 有 す る オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド お よ び 配 列 番 号 ５ に 示 す 塩 基 配 列 を
示 す オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド の 組 み 合 わ せ 、 な ら び に 、 配 列 番 号 ４ に 示 す 塩 基 配 列 を 有 す る オ
リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド お よ び 配 列 番 号 ６ に 示 す 塩 基 配 列 を 示 す オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド の 組 み 合 わ
せ が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 の 特 定 の 領 域 に お け る プ ラ イ マ ー ペ ア の 設 定 は 、 Ｐ Ｃ Ｒ の 条 件 を 考 慮 し て 当 業 者 に 公
知 の 方 法 に 従 っ て 行 え ば よ い 。 プ ラ イ マ ー ペ ア の 設 定 は 、 プ ラ イ マ ー 設 定 用 の コ ン ピ ュ ー
タ ー プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
プ ラ イ マ ー は 、 セ ン ス プ ラ イ マ ー お よ び ア ン チ セ ン ス プ ラ イ マ ー の 一 方 又 は 両 方 に つ い て
、 複 数 の プ ラ イ マ ー を 混 合 し た ミ ッ ク ス プ ラ イ マ ー と し て 設 定 し て も よ い 。 プ ラ イ マ ー 設
定 部 分 に 塩 基 の 変 異 が 存 在 す る 場 合 に は 、 ミ ッ ク ス プ ラ イ マ ー を 用 い る こ と で 検 出 効 率 を
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上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
Ｐ Ｃ Ｒ の 条 件 は 、 通 常 の 、 Ｐ Ｃ Ｒ の 方 法 に 従 っ て 設 定 す れ ば よ い が 、 上 記 の 特 定 の プ ラ イ
マ ー ペ ア が 使 用 さ れ る た め 、 ア ニ ー リ ン グ 温 度 が 比 較 的 高 く 設 定 さ れ る こ と に な る 。 通 常
に は 、 ア ニ ー リ ン グ 温 度 は ５ ０ か ら ７ ０ ℃ で あ る 。 ア ニ ー リ ン グ 温 度 が 比 較 的 高 い た め 、
ア ニ ー リ ン グ と 伸 長 を 同 一 の 条 件 で 行 う ２ ス テ ッ プ Ｐ Ｃ Ｒ の 条 件 を 設 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
代 表 的 な Ｐ Ｃ Ｒ 反 応 液 の 組 成 を 挙 げ れ ば 、 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
Ｄ Ｎ Ａ 断 片 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ 分 子 以 上
プ ラ イ マ ー 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ｎ Ｍ
ヌ ク レ オ チ ド 　 　 　 　 　 　 　 各 １ ０ ０ ～ ５ ０ ０ μ Ｍ
Ｄ Ｎ Ａ ポ リ メ ラ ー ゼ 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ２ ５ ～ １ ． ２ ５ 単 位 ／ μ ｌ
Ｔ ｒ ｉ ｓ － Ｈ Ｃ ｌ （ ｐ Ｈ 　 ７ ～ ９ ） 　 　 　 　 　 　 １ ～ ５ ｍ Ｍ
Ｍ ｇ Ｃ ｌ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ． ５ ～ ５ ｍ Ｍ
界 面 活 性 剤 ま た は ゼ ラ チ ン 　 　 ０ ～ ２ ５ ％
（ 最 終 液 量 ： ２ ５ ～ １ ０ ０ μ ｌ ）
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 代 表 的 な 温 度 サ イ ク ル を 挙 げ れ ば 、 以 下 の 通 り で あ り 、 こ の 温 度 サ イ ク ル を 通 常 ３
０ ～ ６ ０ 回 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ １ ） 　 変 性 、 ９ ０ ～ ９ ５ ℃ 、 １ ～ ６ ０ 秒
（ ２ ） 　 ア ニ ー リ ン グ 、 ５ ５ ～ ７ ０ ℃ 、 ６ ～ ６ ０ 秒
（ ３ ） 　 伸 長 、 ７ ２ ～ ７ ５ ℃ 、 ６ ～ ６ ０ 秒
【 ０ ０ ２ ６ 】
２ ス テ ッ プ Ｐ Ｃ Ｒ の 代 表 的 な 温 度 サ イ ク ル を 挙 げ れ ば 、 以 下 の 通 り で あ り 、 こ の 温 度 サ イ
ク ル を 通 常 ３ ０ ～ ６ ０ 回 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ １ ） 　 変 性 、 ９ ０ ～ ９ ５ ℃ 、 １ ～ ６ ０ 秒
（ ２ ） 　 ア ニ ー リ ン グ 及 び 伸 長 、 ５ ５ ～ ７ ０ ℃ 、 ６ ～ ６ ０ 秒
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 検 出 方 法 に お け る 増 幅 産 物 の 検 出 は 、 通 常 の 、 増 幅 産 物 の 検 出 方 法 に 従 っ て 行 う こ
と が で き る 。 例 え ば 、 増 幅 産 物 を ア ガ ロ ー ス ゲ ル 電 気 泳 動 に 付 し て 検 出 し て も よ い し 、 増
幅 産 物 に 結 合 し て 蛍 光 が 変 化 す る 物 質 （ 例 え ば 、 二 本 鎖 Ｄ Ｎ Ａ に 結 合 し 、 結 合 に よ り 蛍 光
強 度 が 変 化 す る 蛍 光 色 素 、 一 本 鎖 Ｄ Ｎ Ａ に ハ イ ブ リ ダ イ ズ し 、 ハ イ ブ リ ダ イ ズ し た と き に
蛍 光 共 鳴 エ ネ ル ギ ー 転 移 （ Ｆ Ｒ Ｅ Ｔ ） 等 に よ り 蛍 光 強 度 が 変 化 す る よ う に 設 計 さ れ た ハ イ
ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン プ ロ ー ブ 等 ） の 存 在 下 で Ｐ Ｃ Ｒ を 行 っ て 蛍 光 を 測 定 す る リ ア ル タ イ ム
Ｐ Ｃ Ｒ に よ り 検 出 を 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 検 出 方 法 に よ れ ば 、 特 定 さ れ た 領 域 で は 、 Ｔ ｍ 値 が 比 較 的 高 い プ ラ イ マ ー を 設 定 で
き る た め 、 Ｐ Ｃ Ｒ に お け る ア ニ ー リ ン グ 温 度 を 比 較 的 高 く す る こ と が で き 、 従 っ て 、 変 性
温 度 か ら ア ニ ー リ ン グ 温 度 ま で 下 げ る 時 間 が 減 少 す る 。 ま た 、 高 い ア ニ ー リ ン グ 温 度 に よ
り 非 特 異 的 増 幅 も 軽 減 す る 。 さ ら に 、 ア ニ ー リ ン グ 及 び 伸 長 を 同 じ 条 件 で 行 う ２ ス テ ッ プ
Ｐ Ｃ Ｒ を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。 結 果 と し て 、 よ り 迅 速 な 遺 伝 子 増 幅 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 発 明 は 、 ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン に よ る 検 出 に 用 い る の に 適 し た ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ
ン プ ロ ー ブ も 提 供 す る 。 こ の よ う な ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン プ ロ ー ブ と し て は 、 配 列 番 号
１ に 示 す 塩 基 配 列 の 塩 基 番 号 ５ ２ １ ０ ～ ５ ２ ４ ５ に 相 当 す る 領 域 の 塩 基 配 列 に 基 づ い て 設
定 さ れ た オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド と 、 標 識 と を 含 む も の が 挙 げ ら れ る 。 こ の オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ
ド は 、 セ ン ス 鎖 に 相 補 的 で あ っ て も よ い し 、 ア ン チ セ ン ス 鎖 に 相 補 的 な も の で あ っ て も よ
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い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン プ ロ ー ブ の オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド の 鎖 長 や Ｔ ｍ 値 は 、 ハ イ ブ リ ダ イ
ズ さ せ る と き の 条 件 に 応 じ て 適 宜 設 定 さ れ る 。 こ の オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド の 長 さ は 、 通 常 に
は 、 ２ ５ ～ ４ ５ 塩 基 で あ り 、 Ｔ ｍ 値 は 、 通 常 に は 、 ５ ０ ～ ７ ０ ℃ で あ る 。 ハ イ ブ リ ダ イ ゼ
ー シ ョ ン プ ロ ー ブ が リ ア ル タ イ ム Ｐ Ｃ Ｒ に 用 い る も の で あ る 場 合 に は 、 オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ
ド の Ｔ ｍ 値 は 、 プ ラ イ マ ー よ り 標 的 配 列 に 先 に ハ イ ブ リ ダ イ ズ す る よ う に 、 プ ラ イ マ ー の
Ｔ ｍ 値 に 比 べ て 、 ２ ～ ５ ℃ 高 く な る よ う に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な オ リ ゴ ヌ
ク レ オ チ ド の 例 と し て は 、 配 列 番 号 ７ に 示 す 塩 基 配 列 を 有 す る も の が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン プ ロ ー ブ の 標 識 は 、 ハ イ ブ リ ダ イ ズ さ せ る と き の 条 件 で の ハ イ ブ
リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン を 妨 げ な い よ う な 様 式 で 行 う こ と が で き る 。 リ ア ル タ イ ム Ｐ Ｃ Ｒ 用 の ハ
イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン プ ロ ー ブ の 標 識 は 、 そ れ が 一 本 鎖 Ｄ Ｎ Ａ に ハ イ ブ リ ダ イ ズ し た と き
に 蛍 光 強 度 が 変 化 す る よ う な 態 様 で さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 発 明 の 検 出 方 法 に お い て は 、 本 発 明 の ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン プ ロ ー ブ を 用 い る 検 出 方
法 に よ り 増 幅 産 物 の 検 出 を 行 う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
＜ ２ ＞ 本 発 明 検 出 キ ッ ト
本 発 明 検 出 キ ッ ト は 、 本 発 明 検 出 方 法 に 用 い る こ と の で き る キ ッ ト 、 す な わ ち 、 試 料 か ら
得 ら れ る Ｄ Ｎ Ａ を 鋳 型 と し て 用 い て Ｐ Ｃ Ｒ を 行 う こ と に よ る ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス
の 検 出 用 の キ ッ ト で あ り 、 配 列 番 号 １ に 示 す 塩 基 配 列 の 塩 基 番 号 ５ １ ５ ７ ～ ５ ２ ０ １ お よ
び ５ ２ ４ ５ ～ ５ ２ ７ ６ に 相 当 す る 領 域 の 塩 基 配 列 に 基 づ い て 設 定 さ れ 、 か つ 、 両 領 域 間 の
塩 基 配 列 を 増 幅 で き る よ う に 設 定 さ れ た プ ラ イ マ ー ペ ア を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
プ ラ イ マ ー ペ ア に つ い て は 、 本 発 明 検 出 方 法 に 関 し 、 上 記 に 説 明 し た 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
本 発 明 キ ッ ト に お い て プ ラ イ マ ー ペ ア は 、 混 合 物 と さ れ て い て も よ い し 、 別 個 に 収 容 さ れ
て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 発 明 キ ッ ト は 、 プ ラ イ マ ー ペ ア の 他 に 、 Ｐ Ｃ Ｒ お よ び ／ ま た は 増 幅 産 物 の 検 出 を 行 う の
に 必 要 と さ れ る 試 薬 類 を さ ら に 含 ん で い て も よ い 。 こ の よ う な 試 薬 類 の 例 に は 、 上 記 の ハ
イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン プ ラ イ マ ー も 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 実 施 例 】
以 下 に 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 実 施 例 １ 】 Ｐ Ｃ Ｒ に よ る 検 出
ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス （ Ｇ ｅ ｎ Ｂ ａ ｎ ｋ ア ク セ ッ シ ョ ン 番 号 Ｘ ０ ６ ７ ０ ７ ） の 潜 在
プ ラ ス ミ ド の 塩 基 配 列 （ 配 列 番 号 １ ） の 第 １ の 領 域 （ 塩 基 番 号 ５ １ ５ ７ ～ ５ ２ ０ １ ） お よ
び 第 ２ の 領 域 （ 塩 基 番 号 ５ ２ ４ ５ ～ ５ ２ ７ ６ ） に お い て 、 Ｇ Ｃ 含 量 に 富 み （ ４ ８ － ５ ５ ％
） 、 高 い Ｔ ｍ 値 を 有 す る （ ６ ３ － ６ ５ ℃ （ 最 近 接 塩 基 対 法 に よ り 算 出 ） ） 塩 基 配 列 を 選 択
し た 。 す な わ ち 、 ４ 種 類 の 上 流 プ ラ イ マ ー （ 配 列 番 号 ： ３ 、 ４ 、 ６ ） お よ び ３ 種 類 の 下 流
プ ラ イ マ ー （ 配 列 番 号 ： ５ 、 ７ ） の 標 的 結 合 配 列 を 選 択 し た 。 そ し て こ れ ら の 標 的 結 合 配
列 を 有 す る オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド を プ ラ イ マ ー と し て 合 成 し た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 表 １ 】
上 流 （ フ ォ ワ ー ド ） プ ラ イ マ ー ：
Ｃ Ｔ － Ｆ ５ １ ５ ７ － ２ ９ ： 　 ｃ ａ ｇ 　 ｔ ｃ ａ 　 ｃ ａ ｃ 　 ｃ ｃ ａ 　 ａ ａ ａ 　 ｇ ｃ ｔ 　 ｃ ｔ ｇ
　 ｇ ｇ ａ 　 ｇ ｃ ａ 　 ｔ ｇ （ 配 列 番 号 ２ ）
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Ｃ Ｔ － Ｆ ５ １ ７ １ － ３ １ ： 　 ａ ｇ ｃ 　 ｔ ｃ ｔ 　 ｇ ｇ ｇ 　 ａ ｇ ｃ 　 ａ ｔ ｇ 　 ｔ ｔ ｃ 　 ｔ ｔ ａ
　 ｇ ｔ ｃ 　 ｔ ｃ ａ 　 ｇ ｃ ａ 　 ｇ （ 配 列 番 号 ３ ）
Ｃ Ｔ － Ｆ ５ １ ７ １ － ２ ６ ： 　 ａ ｇ ｃ 　 ｔ ｃ ｔ 　 ｇ ｇ ｇ 　 ａ ｇ ｃ 　 ａ ｔ ｇ 　 ｔ ｔ ｃ 　 ｔ ｔ ａ
　 ｇ ｔ ｃ 　 ｔ ｃ （ 配 列 番 号 ４ ）
下 流 （ リ バ ー ス ） プ ラ イ マ ー ：
Ｃ Ｔ － Ｒ ５ ２ ７ ６ － ２ ５ ： 　 ｔ ｃ ｇ 　 ｃ ｇ ｔ 　 ａ ｇ ｇ 　 ｇ ｃ ｔ 　 ｔ ａ ｇ 　 ａ ａ ｔ 　 ｃ ａ ｃ
　 ｃ ｔ ｔ 　 ｃ （ 配 列 番 号 ５ ）
Ｃ Ｔ － Ｒ ５ ２ ７ ６ － ３ １ ： 　 ｔ ｃ ｇ 　 ｃ ｇ ｔ 　 ａ ｇ ｇ 　 ｇ ｃ ｔ 　 ｔ ａ ｇ 　 ａ ａ ｔ 　 ｃ ａ ｃ
　 ｃ ｔ ｔ 　 ｃ ｔ ｃ 　 ｇ ｔ ａ 　 ｃ （ 配 列 番 号 ６ ）
【 ０ ０ ４ １ 】
上 記 の 上 流 お よ び 下 流 増 幅 プ ラ イ マ ー の ３ 対 の 組 み 合 わ せ （ 配 列 番 号 ： ２ － ５ 、 ３ － ５ お
よ び ４ － ６ ） を Ｐ Ｃ Ｒ に 用 い た 。 反 応 液 ２ ５ μ Ｌ は 、 １ × Ｇ ｅ ｎ ｅ Ｔ ａ ｑ バ ッ フ ァ ー 、 ０
． ６ ２ ５ Ｕ の Ｇ ｅ ｎ ｅ Ｔ ａ ｑ ポ リ メ ラ ー ゼ （ ニ ッ ポ ン ジ ー ン ） 、 各 ０ ． ２ ｍ Ｍ の ｄ Ｇ Ｔ Ｐ
， 　 ｄ Ｃ Ｔ Ｐ ， 　 ｄ Ａ Ｔ Ｐ ， 　 ｄ Ｕ Ｔ Ｐ 、 各 ０ ． ５ μ Ｍ の 上 流 お よ び 下 流 プ ラ イ マ ー 、 お
よ び ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス 菌 体 ゲ ノ ム Ｄ Ｎ Ａ （ Ａ Ｔ Ｃ Ｃ 株 Ｃ Ｔ － Ｖ Ｒ ８ ７ ８ ） ２ ～
２ ０ ０ ０ コ ピ ー を 含 ん だ 。 適 切 な 反 応 温 度 を 検 討 す る た め 、 増 幅 反 応 は ｉ Ｃ ｙ ｃ ｌ ｅ ｒ （
Ｂ Ｉ Ｏ － Ｒ Ａ Ｄ ） を 用 い て ア ニ ー リ ン グ 温 度 に グ ラ ジ エ ン ト 機 能 を 適 用 し 、 Ｐ Ｃ Ｒ を 行 っ
た 。 反 応 温 度 は 次 の 通 り で あ っ た 。 ９ ５ ℃ ４ 分 、 （ ９ ５ ℃ ３ ０ 秒 、 ６ ２ － ７ ２ ℃ グ ラ ジ エ
ン ト ３ ０ 秒 、 ７ ２ ℃ ３ ０ 秒 ） × ５ ０ サ イ ク ル 、 ７ ２ ℃ ７ 分 。 増 幅 の 有 無 は 、 生 成 物 を ３ ％
ア ガ ロ ー ス ゲ ル 電 気 泳 動 に か け る こ と に よ り 確 認 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ど の プ ラ イ マ ー ペ ア を 用 い た 場 合 も 、 ア ニ ー リ ン グ 温 度 が ６ ４ ． ０ － ６ ８ ． ２ ℃ の 比 較 的
高 温 の 条 件 下 で 、 ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス 菌 体 ゲ ノ ム Ｄ Ｎ Ａ ２ コ ピ ー を 検 出 可 能 で あ
っ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
以 上 の 結 果 か ら 、 上 記 プ ラ イ マ ー 配 列 は 、 感 度 お よ び 特 異 性 に 優 れ 、 反 応 時 間 短 縮 に も 有
効 で あ る こ と が 示 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 実 施 例 ２ 】 ２ ス テ ッ プ Ｐ Ｃ Ｒ を 用 い る 検 出
実 施 例 １ で 用 い た プ ラ イ マ ー ペ ア の う ち 、 配 列 番 号 ３ － ５ お よ び ４ － ６ の プ ラ イ マ ー ペ ア
を ２ ス テ ッ プ Ｐ Ｃ Ｒ に 用 い た 。 反 応 液 ２ ５ μ Ｌ は 、 １ × Δ Ｔ ｔ ｈ バ ッ フ ァ ー 、 ０ ． ６ ２ ５
Ｕ の Δ Ｔ ｔ ｈ （ Ｔ Ｏ Ｙ Ｏ Ｂ Ｏ ） 、 各 ０ ． ２ ｍ Ｍ の ｄ Ｇ Ｔ Ｐ ， 　 ｄ Ｃ Ｔ Ｐ ， 　 ｄ Ａ Ｔ Ｐ ， 　
ｄ Ｕ Ｔ Ｐ 、 各 ０ ． ５ μ Ｍ の 上 流 お よ び 下 流 プ ラ イ マ ー 、 お よ び ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ
ス 菌 体 ゲ ノ ム Ｄ Ｎ Ａ （ Ａ Ｔ Ｃ Ｃ 株 Ｃ Ｔ － Ｖ Ｒ ８ ７ ８ ） ２ ～ ２ ０ ０ ０ コ ピ ー を 含 ん だ 。 反 応
温 度 は 次 の 通 り で あ っ た 。 ９ ５ ℃ １ 分 、 （ ９ ５ ℃ １ ５ 秒 、 ６ ５ ℃ ま た は ６ ８ ℃ ２ ０ 秒 ） ×
２ サ イ ク ル 、 （ ９ ０ ℃ １ ５ 秒 、 ６ ５ ℃ ま た は ６ ８ ℃ ２ ０ 秒 ） × ５ ８ サ イ ク ル 。 サ ー マ ル サ
イ ク ラ ー （ Ｔ ａ Ｋ ａ Ｒ ａ ） で 反 応 を 行 っ た 。 増 幅 の 有 無 は 、 生 成 物 を ３ ％ ア ガ ロ ー ス ゲ ル
電 気 泳 動 に か け る こ と に よ り 確 認 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
配 列 番 号 ： ４ － ５ の プ ラ イ マ ー ペ ア に つ い て は 、 ア ニ ー リ ン グ 温 度 ６ ８ ℃ で ク ラ ミ ジ ア ・
ト ラ コ マ テ ィ ス 菌 体 ゲ ノ ム Ｄ Ｎ Ａ ２ コ ピ ー を 検 出 可 能 で あ っ た 。 配 列 番 号 ： ６ － ７ の プ ラ
イ マ ー ペ ア に つ い て は 、 ア ニ ー リ ン グ 温 度 ６ ５ ℃ で ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス 菌 体 ゲ ノ
ム Ｄ Ｎ Ａ ２ コ ピ ー を 検 出 可 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
以 上 の 結 果 か ら 、 さ ら に 反 応 時 間 の 短 縮 が 可 能 な ２ ス テ ッ プ Ｐ Ｃ Ｒ を 行 う こ と が で き る こ
と が 示 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 実 施 例 ３ 】 リ ア ル タ イ ム Ｐ Ｃ Ｒ を 用 い る 検 出
実 施 例 １ で 用 い た プ ラ イ マ ー ペ ア の う ち 配 列 番 号 ３ － ５ の プ ラ イ マ ー ペ ア を ２ ス テ ッ プ Ｐ
Ｃ Ｒ に 用 い た 。 反 応 液 ２ ５ μ Ｌ は 、 １ × Δ Ｔ ｔ ｈ バ ッ フ ァ ー 、 ０ ． ６ ２ ５ Ｕ の Δ Ｔ ｔ ｈ （
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Ｔ Ｏ Ｙ Ｏ Ｂ Ｏ ） 、 各 ０ ． ２ ｍ Ｍ の ｄ Ｇ Ｔ Ｐ ， ｄ Ｃ Ｔ Ｐ ， ｄ Ａ Ｔ Ｐ ， ｄ Ｕ Ｔ Ｐ 、 １ μ Ｍ の 上
流 プ ラ イ マ － 、 ０ ． ５ μ Ｍ の 下 流 プ ラ イ マ ー 、 ０ ． ２ μ Ｍ リ ア ル タ イ ム 検 出 用 プ ロ ー ブ （
５ Ｆ Ｌ － Ｃ Ｔ － ５ ２ １ ０ － ３ ６ ： 　 ５ ’ － ｃ ａ ａ 　 ａ ｇ ｃ 　 ｔ ａ ｇ 　 ａ ａ ｃ 　 ａ ａ ｃ 　 ｇ
ｃ ｃ 　 ｇ ｃ ｃ 　 ｔ ｔ ｃ 　 ｃ ａ ｔ 　 ｔ ｃ ｔ 　 ｔ ｇ ａ 　 ｔ ｇ ｃ － ３ ’ （ 配 列 番 号 ７ ） 、 ５ ’ 末
端 の ｃ を 蛍 光 色 素 で 標 識 。 標 識 の 種 類 ： Ｂ Ｏ Ｄ Ｉ Ｐ Ｙ － Ｆ Ｌ （ モ レ キ ュ ラ ー プ ロ ー ブ 社 ）
） 、 及 び ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス 菌 体 ゲ ノ ム Ｄ Ｎ Ａ （ Ａ Ｔ Ｃ Ｃ 株 Ｃ Ｔ － Ｖ Ｒ ８ ７ ８ ）
２ ～ ２ ０ ０ ０ コ ピ ー を 含 ん だ 。 反 応 温 度 は 次 の 通 り で あ っ た 。 ９ ５ ℃ １ 分 、 （ ９ ５ ℃ １ ５
秒 、 ６ ５ ℃ ２ ０ 秒 ） × ２ サ イ ク ル 、 （ ９ ０ ℃ １ ５ 秒 、 ６ ５ ℃ ２ ０ 秒 ） × ５ ８ サ イ ク ル 。 ｉ
Ｃ ｙ ｃ ｌ ｅ ｒ （ Ｂ Ｉ Ｏ － Ｒ Ａ Ｄ ） で 反 応 を 行 っ た 。 リ ア ル タ イ ム 検 出 手 法 は 特 開 ２ ０ ０ １
－ ２ ８ ６ ３ ０ ０ 号 に 記 載 の 方 法 に 従 っ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
結 果 を 図 １ に 示 す 。 本 実 施 例 で 用 い た プ ラ イ マ ー ペ ア で は ア ニ ー リ ン グ 温 度 ６ ５ ℃ で ク ラ
ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス 菌 体 ゲ ノ ム Ｄ Ｎ Ａ ２ コ ピ ー を リ ア ル タ イ ム で 検 出 可 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ り 、 感 度 お よ び 特 異 性 に 優 れ か つ 迅 速 な ク ラ ミ ジ ア ・ ト ラ コ マ テ ィ ス の 検 出 方
法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 配 列 表 】
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【 図 １ 】 増 幅 産 物 の 生 成 の 経 過 （ リ ア ル タ イ ム Ｐ Ｃ Ｒ の 検 出 結 果 ） を 示 す 。 ａ ： コ ピ ー 無
し 、 ｂ ： ２ コ ピ ー 、 ｃ ： ２ ０ コ ピ ー 、 ｄ ： ２ ０ ０ コ ピ ー 、 ｅ ： ２ ０ ０ ０ コ ピ ー 。

【 図 １ 】
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